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　県内の介護現場で活躍しているタイ人技能実習生たちが、
本会と独立行政法人国際協力機構北陸センターが開催した
キャリアアップセミナーに参加し、自身の将来ビジョンに
ついて考えました。 （８Pに関連記事） ラジオ講座「いきいきライフ」は、ラジオやインターネット

等を通じて、時事、社会、文化、娯楽、健康、医療、福祉
など各界で活躍されている方のお話を毎週聞くことができ
ます。シニア期の暮らしに必要なテーマをシリーズで放送
する「学び強化月間」も定期的に設けています。
FBCラジオ（嶺北864kHz/FM94.6MHz・嶺南

FM93.6MHz）で、毎週日曜日の6：30～7：00に放送して
います。（毎週土曜日17：15～17：45再放送）
放送後、インターネット公開します。（無料）

［問合せ先］福井県社会福祉協議会 福井県すこやか長寿センター　TEL.0776-24-2433

FBCi  FBCラジオ

５月の放送は、学び強化月間として
「健康的な生活を送るために免疫力
を高めよう」という共通のテーマでお送り
します。私たちの体に備わっている免疫の
仕組みやその機能を引き出す方法について
詳しく学びます。
二次元コード先のホームページからテキスト
をご覧いただけます。➡
テキストを読んで、
放送を聞いてみませんか？

ご案内

寄付者

寄付先

♥3月27日
岡本龍博 様
●寄付金　２万円　

　　　　　福井県社会福祉協議会
　　　　　（能登半島地震被災地支援活動）

寄付者

寄付先

♥3月29日
ボランティア活動者
●寄付金　7,550円（はぴコイン）　

　　　　　福井県社会福祉協議会
　　　　　（子ども未来応援バンク）

寄付者

寄付先

♥4月3日
仲川 喜代美 様
●寄付金　50万円

　　　　　福井県社会福祉協議会
　　　　　（能登半島地震被災地支援活動）

寄贈者

寄贈先

♥4月3日
情報労連 福井県協議会 様
●いちほまれ（10㎏）　10袋

　　　　　子ども食堂10か所

心温まる寄付・寄贈に
心から感謝申し上げます。 
皆様の善意は有効に
活用させていただきます。

心温まる寄付・寄贈に
心から感謝申し上げます。 
皆様の善意は有効に
活用させていただきます。



介護従事者向け（実地）介護従事者向け（オンライン）
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介
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独
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イ
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事
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所
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。
関
心
が
あ
る
方

は
お
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軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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介護職員等訪問指導研修
職員に対する研修機会を設けることが難しい小規模等
の介護保険事業所に出向いて研修を行うことにより、介
護従事者の基本的な介護技術等の修得を支援することを
目的とします。

基礎技術1（介護技術向上研修の基礎技術にほぼ対応）
●利用者の能力を引き出す移動・移乗
●褥瘡・拘縮予防とポジショニング
●自立を意識した着替え・入浴介助
●排泄ケアと関連用具の選定
●摂食嚥下障害者のケアと食事介助
●口腔ケアと介護予防

基礎技術2（訪問指導研修オリジナルメニュー）
●自立支援をめざした福祉用具の選定と活用
●福祉用具を使った移動移乗の介助方法
　※シート・ボード等を使用した介護のメリット・デメリットを
　　知りたいという事業所におすすめです。
●個浴での入浴介助方法
　※個浴室のある小規模多機能型、
　　グループホームにおすすめです。

介護技術向上研修
介護職員を対象に、テーマやキャリアに応じた介護技術、
福祉用具を活用した援助技術を修得し、介護負担軽減と
介護の質の向上、人材の定着を図ることを目的とします。
さらに介護技術の実地・対面研修を希望される場合は、
別途「介護職員等訪問指導研修」をお申込みください。

概　論
●初任者として身に付けておきたい介護の基本
●疾患理解と身体観察のポイント
●認知症の理解と尊厳あるケア

基礎技術
●利用者の能力を引き出す移動・移乗
●褥瘡・拘縮予防とポジショニング
●自立を意識した着替え・入浴介助
●排泄関連用具の選定と介助方法
●摂食嚥下障害者のケアと食事介助
●口腔ケアと介護予防

研修メニュー
研修メニュー タイ人技能実習生によるワークショップの様子

タイ人技能実習生  受入施設募集タイ人技能実習生  受入施設募集
～2025年春 入国予定者（第7期生）～

「明るい性格で、年配者に対する尊敬や思いやりに溢れる」
タイ人介護技能実習生の受入施設を募集しています。具体的な
説明や相談等を希望される場合は、下記までご連絡ください。

県社協の取り組みの特色（メリット）
●介護現場に精通した職員が体制づくりからアドバイスを行い、外国人介護職員受け入れの不安を解消
●施設配属前には、県介護福祉士会と連携して介護講習を実施し、施設の実習にスムーズに移行
●タイ語の専任通訳職員が実習生とのコミュニケーションをフォロー
●実習開始後も日本語上達に向け、独自の日本語研修を毎月開催
問 合 せ 先　社会福祉法人　福井県社会福祉協議会　ふくい外国人介護職員支援センター　
　　　　　　☎ 0776-24-0086　　FAX 0776-24-0063  　E-mail： kaigo@f-shakyo.or.jp

これまでに受け入れた
タイ人介護技能実習生
に関する動画をこちら
からご覧になれます➡

監 理 団 体　社会福祉法人 福井県社会福祉協議会
　　　　　　（ふくい外国人介護職員支援センター）
募 集 施 設　県内の介護施設・事業所　5施設・事業所程度　
技能実習生　タイ人介護技能実習生　10人程度（18歳～20代前半）
申 込 期 限 　2024年６月末　※申込多数の場合は期限前に募集を終了します
受 入 要 件 （1）原則として2人以上での受け入れ
 （2）基本的な受入期間は3年間
 （3）日本人と同等以上の月給のほか、監理費が必要
 （4）住居（寮）の確保等　※詳細についてはお問い合わせください

2024 May　8


